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コンクリートの箱 中間領域コンクリートの箱

中間領域

すか溶を壁し外を板杉の壁外坪０４む住で人６帯世２
半屋外空間をつくる

コンクリートの箱

中間領域

中間領域

外周の土壁をすべて溶かす
夫婦２人の最小コア　２０坪

２世帯で暮らすには少なくとも４０坪程度必要だが、夫婦２人であれば２０坪程度で十分暮らせる。将来の減築を想定して、

家の中心に約２０坪のコンクリートの箱を配置した。その箱を覆うように木造のフレームを周辺に張り出すよう配置した。外

力はコンクリートが負担することで、木軸は耐力壁が不要となる。コンクリートの箱は、家族の中心の場所でコアである。将

来の夫婦２人で暮らす最小ユニットでもある。井桁状のコンクリート壁を少しずらすことで４つのスリットが生まれ、このス

リットから室を通して、外へとつながる。みんなが中心に集まる時には、意識的に室を開くことで、コンクリートの箱でも閉

ざされることなく、快適に過ごすことができる。

この先は営みが不確かな時代であるに違いない、暮らし方はシンプルで

小さくしていきたい、大きな家はいらないというのが要望であった。ま

た、ここは海岸から近く１ｍほどの津波の影響があることを施主は知っ

ていた。

周辺にある溶けてしまった壁。海岸沿いの環境では、外皮を失った古民家は風雨にさらされて、
溶けていく。土壁が落ち、小舞が現れ、内部が伺える。

コンクリートの箱の外側の木造フレームは、構造的制約が少ないため、

将来どの部分も減築しやすい。例えば、外壁の焼杉の板を外しておくこ

とで、大野町周辺の溶けている建築のように、雨風で土壁は溶けて落ち

ていく。そこには、大きな軒と竹小舞だけが残った半屋外空間が出来上

がる。家の内と外の関係を可変できる仕組みは、住み手にとって、常に

ミニマムに暮らしていける喜びがある。将来また家族が増えるようであ

れば、そこに溶けた土を練り直し、壁として造ることで、内側の空間を

手に入れることができる。

縮小社会に突入して、暮らしは常にミニマムである。今は 2世帯で
暮らすが、将来、大きな家は夫婦 2人では持て余す。土の可逆性と
木造の可変性、そしてコンクリートの永続性を利用して、RCコア
BOXを中心に、木造土壁フレームがそれを覆うことで、室へと開
きながら家族が集まる。将来は土壁を溶かし、減築できる家です。

本建築の構造計画を行うにあたり、計画上「津波にも耐えうる牢固なコ

ンクリート造」と「可変性が高く、開放的な木造の要素」を要求された。

これらの要求を満たす為、４枚の壁要素を井桁に配置した壁式鉄筋コン

クリート構造のコアを中央に配置し、鉛直力のみを支える木造の架構を

コアのスラブにアンカーする構造とした。　木造部分は水平力から解放

される為、耐力壁が無い開放的でシームレスな空間を実現し、自由に増

改築可能となっている。コアと木部材は、それぞれの通芯がずれている

ことから、コアのスラブの上に大母屋が載ることによって鉛直力を伝達

し、水平力もスラブにアンカーすることによってスラブを介して耐力壁

に応力を伝達している。象徴的な中央の柱は、屋根の頂点を支える高軸

力の大黒柱で、これはスラブを介することなく基礎に直接応力を伝達さ

せている。

大野町のまちなみ

コンクリート躯体打ち上げ完了時

子供室とコンクリートの箱
外側の室を開けることで外につながる団らんの場が成立

ロフトを見る
物の避難場所　季節によっては居場所になる

南室からコンクリートの箱、北室を見る
コンクリートの表と裏がゆるやかなプライベート空間となる

コンクリートの箱からリビング、子供室を見る
スラブの穴へ大黒柱が伸びる　天窓から光が漏れる

玄関から北室をみる
コンクリートと木造が

複雑に絡み合い陰影ができる

木軸建て方完了時

溶ける建築

可変的な木造フレームと永続的なコンクリートの箱

井桁に組まれたコンクリートの箱　
―可変性と開放性を有する壁式鉄筋コンクリートコア－

最初は 2世帯で暮らし、将来はコンパクトに、
ちょうどいい暮らしとは

溶ける壁（土壁の減築システム）
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